
2019年度 大妻女子大学戦略的個人研究費  採択課題

学長要望課題 「大学教育の質的向上に関する研究」

課題番号 氏名 所属 研究課題

S1901 石川　千暁 文学部 心身のウェルネスを重視した女子教育論の構築

S1902 西河　正行 人間関係学部 正課外教育を活用した精神的健康促進の試み

S1903 服部　孝彦 英語教育研究所 大妻女子大学における全学英語eラーニング・システムを活用した英語教育発展の可能性

S1904 深水　浩司 教職総合支援センター RFIDを用いた図書館での利用者位置情報取得に関する実験

一般課題

氏名 所属 研究課題

S1905 青江　誠一郎 家政学部 全粒穀物の摂取が回腸内代謝に及ぼす影響

S1906 赤松　美和子 比較文化学部 地域研究の学術的知見を活用した高校台湾修学旅行支援の研究

S1907 五十嵐　浩司 文学部 Disaster Reportingとしてのルワンダ大虐殺報道の国際比較

S1908 石井　千麻 人間関係学部 福祉施設でのサークル活動による離職予防と人材育成の効果

S1909 井上　淳 比較文化学部 「漸進する統合」のメカニズム：欧州通貨協力からユーロそして「真のEMU」へ

S1910 大網　美代子 家政学部 持続的デザインシステムを用いた高齢者衣服とストレスコントロールの検討Ⅱ

S1911 桶田　敦 文学部 福島第一原発事故報道のキー局とローカル局のニュース編集における議題設定の比較研究

S1912 加藤　奈保美 家政学部
私立幼稚園における巡回相談のあり方と活用に関する研究
-自閉症スペクトラム症児のこだわり行動に着目して-

S1913 金田　卓也 家政学部 ネパールの村落における社会関与型アートプロジェクトと芸術教育

S1914 樺山　敏郎 家政学部 読解を経由する記述力に関する研究-全国学力調査の記述式問題の思考プロセスの解明-

S1915 金　美辰 人間関係学部 老人福祉館の利用実態と介護予防との関連性

S1916 小井土　守敏 文学部 仮名本『曽我物語』注釈――説話を中心に――

S1917 小関　右介 家政学部 環境DNA技術を用いた淡水魚類の集団遺伝構造の解明

S1918 佐藤　実 比較文化学部 『神相全編』の人相術的思考に関する文献考証学的研究

S1919 須藤　良子 家政学部 絣織物に関する研究-沖縄とアジアとのかかわりを中心に-

S1920 銭　国紅 比較文化学部 清末民国における革命的文化観の生成と転換

S1921 高波　嘉一 家政学部 健常若年女性における食後糖脂質代謝障害の実態と原因の究明

S1922 髙橋　ユリア 短期大学部家政科 一人の食事は寂しいのか？-フードコーディネートの観点から-

S1923 田中　直子 家政学部 ショウガオールが骨格筋細胞の「質」に与える影響

S1924 趙　方任 国際センター 中国宋代喫茶文化の美意識研究

S1925 手呂内　伸之 短期大学部家政科 サイトカイニンシグナル伝達系と根粒形成の関わり合い

S1926 中川　麻子 家政学部 明治時代の美術染織にみる孔雀図案の系譜

S1927 中村　邦子 短期大学部家政科 2014-2016 日本人の人体計測データの分析―重回帰分析による男性の体型推定―

S1928 林原　泰子 家政学部 バウハウスにおけるデザイン教育に関する研究

S1929 福島　哲夫 人間関係学部 心理療法の異なった3技法の効果比較と介入順序効果に関する研究

S1930 藤井　直子 家政学部 イギリス全国最低賃金法の研究-全国一律額方式の実現とその後-

S1931 藤本　優 人間関係学部 CBIDの視点を活用した知的障害者の地域参加モデルの開発

S1932 古市　孝義 人間関係学部 介護職員が受けるハラスメント行為に関する調査

S1933 古田　雅明 人間関係学部 中堅心理臨床家のキャリア形成プロセス

S1934 干川　剛史 人間関係学部 東日本大震災被災地（気仙沼市及び南三陸町）における復興に関する調査研究

S1935 細谷　夏実 社会情報学部 身近な生活の中で学ぶ新たな海洋教育「海育（うみいく）」の提案

S1936 堀江　正一 家政学部 市販鶏肉中のサルモネラ及び大腸菌の薬剤耐性率と残留抗菌剤との関連性

S1937 森　功次 国際センター 初期分析美学における美的機能説・美的態度論の再検討

S1938 守田　美子 文学部 「役割語」のコミュニケーション機能と日英語比較の授業実践

S1939 山蔦　圭輔 人間関係学部 摂食障害予防のための基礎的研究２


